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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基本消火成分として水を用いて加湿することで火災の進行を遅延させ、阻止し、制御し
、消火するために使用可能な防火安全設備であって、加湿を促進するために、高いハイグ
ロスコープ作用および毛管作用を有する材料により建設されるか、または保護された外壁
、床、天井、内壁に適用可能な形式のものにおいて、
　上方部分に金属製の部材が存在し、該部材上に、仕切りまたは壁への入口を備えた分配
器（７）を有する水分配管（６）が配置され、該分配管（６）が、連結管路（１０）を介
して連通しており、該連結管路が、同時に供給管（５）に接続されており、また連結管路
（１０）には、手動式に起動されるパージ弁に加えて、供給管（５）と分配管（６）との
間に開／閉用電動弁（８）が配置され、該電動弁が、温度または煙の検出による従来式の
出火検出法によって起動することを特徴とする、基本消火成分として水を用いて加湿する
ことで火災の進行を遅延させ、阻止し、制御し、消火するために使用可能な防火安全設備
。
【請求項２】
　出火時に水の効果を抑制または促進させる成分を、供給管（５）をへて分配管（６）へ
流れる水に添加可能であることを特徴とする、請求項１に記載された、基本消火成分とし
て水を用いて加湿することで火災の進行を遅延させ、阻止し、制御し、消火するための防
火安全設備。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
　　（発明の目的）
　以下の説明は、基本消火成分として水（添加剤を含有しても含有しなくともよい）を用
いて加湿することで火の作用を遅延させ、阻止し、制御し、消火するために使用可能な安
全設備に係わる発明の特許出願に関するものである。仕切りまたは壁、床、床の敷物、天
井を水で濡らす機能は、スプレー、噴霧、滲出、類似の処置を行うように考慮されている
スプリンクラー装置により発揮される。同時に本発明は、周囲環境に応じて水を吸収また
は放出するように、天然か合成かを問わず若干の無機物およびあらゆる有機物の特性、す
なわちハイグロスコープ作用として知られる特性を利用するものである。本発明は、また
固体の毛管作用または特性を利用することで、固体壁が、固体壁を湿らせる液体を、本発
明で用いる水の場合のように、ある程度まで吸引し、吸い込むようにする。
【０００２】
本発明は、また、有毒ガスや可燃性ガスの放出を阻止することに加えて、その安定性、抵
抗、絶縁特性が火のあるところで減少してはならないことや、、建造物や船舶等の可動構
造物など、最大限の個別的な特色を有するどのような種類の構造物にも設備できることを
考慮に入れてある。
【０００３】
（発明の分野）
本発明は、消火を対象とする工業分野で用いられるものである。
（発明の背景）
水は、優れた消火作用物質である。すなわち、水は、消火に使用される作用物質のなかで
最も安価で、最も豊富で、最も広く用いられる作用物質である。
水は、消火目的に常に使用され、消火目的での水の用い方は実際には誰でも知っていると
言っていい。
【０００４】
水の大きな消火能力は、ほかの物質に代えがたい一連の物理・化学的特徴により決定され
る。それらの特徴うちには次のものがある：
－　安定性。水は、約１，２００°Ｃで初めて分解される極めて安定的な化合物であるた
め。
－　１ｃａｌ／ｇ毎センチグレードで表される比熱。
－　蒸発の潜熱。水１グラムを１００°Ｃに加熱するのに要する熱量は５４０カロリーで
あり、すなわち水蒸気は１００°Ｃであるため。
－　蒸発時の膨張。水は、蒸発時に体積が毎グラム約１，７００倍増加し、したがって、
水毎リットル約１，７００リットルの水蒸気となるため。
【０００５】
これらの特徴により、水は、主として冷却と酸素欠乏とによる消火剤として作用する。
水毎グラムの比熱が高い場合、温度を１度上昇させるために、１カロリーが吸収される。
他方、蒸発の潜熱が高い場合、水毎グラムが、より多くの熱を吸収して水蒸気となる。
これら２つの特性により、水には高い冷却力が与えられ、その結果、火から多量の熱を「
除去」し、材料が冷却される。これによって、火にともなう材料温度を低減でき、材料の
発火点以下に温度を引き下げることができる。
【０００６】
酸素欠乏は、火を取り巻く空気を除去することで達せられる。水が蒸気になり、その体積
を増すことにより、高温ガスと共に空気をも除去することで、酸素がなくなり、酸素欠乏
により消火される。
一定の事情のもとで、水は、また可燃性液体を分解する作用により、かつまた極限まで該
液体濃度を低減する作用により、蒸気／可燃物／空気の混合物を発火点以下の濃度に引き
下げる。
水が多大な消火能力を有することは明らかであり、その結果、理由は正確には分からない
が、直感的に分かることは、水が、その使用方法に大幅に依存するとはいえ、消火には最
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良の成分だということである。
【０００７】
　出願人は、温度検出素子を有する複数の弁を水道管網に接続し利用することで、温度が
設定限界値を超えると、前記弁が開き、水の微粒子が垂直に落下し、吐出弁が天井に取り
付けられた単数または複数の部屋の火災が阻止されることに気付いた。
　しかし、これまで、出願人は、高いハイグロスコープ（hygroscope）作用値および毛管
作用値を有する材料で仕切りまたは壁、床または床の敷物、天井が製造され、それらの材
料が物理的、機械的性質を失うことなく、基本消火成分である水の使用により、仕切りま
たは壁、床または床の敷物、天井が、予め設定しかつ制御された形式で加湿され得る防火
安全設備の存在を知らない。水を見境なく、かつ多量に使用した場合、水での消火の極め
て不都合な事態の１つ、たとえば回収した物品の損傷や高価な設備または品物の損傷が、
前記制御により十分に防止できる。
【０００８】
（発明の説明）
基本消火成分として水を用いて加湿することで火災の進行を遅延させ、阻止し、制御し、
消火するための、本発明により提案された防火安全設備は、消火の基本成分として水を用
いる消火システムでは顧慮されていない多くの利点を、広く関連させてまとめた点で、ま
た周囲の区域に存在する構造物や物品を保全し、事実上それらに損傷を与えない点で、該
安全設備が属する使用分野において、それ自体明らかな新規性を有している。
【０００９】
基本消火成分として水を用いて加湿することで火災の進行を遅延させ、阻止し、制御し、
消火するためのこの防火安全設備は、囲いを構成する仕切りまたは壁を取り囲むＵ字形の
金属リングを使用している。仕切りは、木製の芯材と、芯材の両側に配置された２個のプ
ラスターパネルと、プラスターパネルの両側に隣接して配置された２個の団結材パネルと
を有し、加えて、分配器を介してプラスターパネル内へ注水する２個の分配管に接続され
た供給管を備えている。予め急速に水を吸収するように準備された前記プラスターパネル
は、１個または数個の電動弁から成る自動システムを介して安全設備を起動し、該電動弁
が、コンピュータ化された方法により、要求に応じて開閉されることで、開口の正確な寸
法と適当な圧力度が得られ、更に安全装置として手動式のパージ（purge）弁が備えられ
、設備の状態が周期的にチェックできる。
【００１０】
　水には、事情に応じて添加剤を加えてもよいし、加えなくともよいことは、繰り返し言
っておかねばならない。
　前記の仕切りまたは壁、床および床の敷物、天井は、また木材とプラスターに性質が似
ている天然または人工の材料から造ることもできる。
　前記防火安全設備では、囲みを構成する仕切りまたは壁、床または床の敷物、天井が、
高いハイグロスコープ作用および毛管作用を有する材料製にされることで、前記材料を、
人工圧力を使用するスプリンクラー法により、例えばスプレー、噴霧、滲出等により、予
め設定しかつ制御された形式で、通常は材料繊維が飽和状態になる理想湿度に達するまで
加湿可能であり、それにより、そもそもの初めから火災が阻止される。
【００１１】
本発明を補完するものとして、あらゆる種類の火災検出器が考えられるが、それらのなか
で、煙検出光学素子が、本発明により保護される囲いの明るさと暗さを測定する写真カメ
ラまたはビデオ装置により使用され、同時にレーザーにより煙粒子を検出する。
以上の説明を補完し、かつ本発明の特徴をより良く理解するために、４つの設計図を示し
ておくが、これらは単に説明目的のもので、本発明を限定するものではない。
【００１２】
（発明の好適実施例）
図面、特に図１から、基本消火成分である水により加湿装置を用いて火災の進行を遅延さ
せ、阻止し、制御し、消火するための防火安全設備が、木材４とプラスター外層３，３'
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'によって、詳しく言えば木材製の団結部材によって覆われている。
逆Ｕ字形の金属部材またはブラケット１は、５個の隣接部材の上部を囲んでいる。この金
属部材の上には、出口または分配器７を有する水分配管６が配置され、これらの分配管を
介して水（他の成分を混入されていることも、混入されていないこともあるが）が供給さ
れ、前記金属部材１によって固定された部材２，２'、３，３'、４を加湿する。
【００１３】
分配管６を介して水を適当に流す目的で、いくつかの連結管路１０が、供給管５を分配管
６に接続している。連結管路１０の直線部分には、自動式に起動される開／閉用の電動弁
８と、手動操作式のパージ（purge）弁９とが組付けられている。
図２は、配置の平面図で、安全設備により加湿される仕切り、壁、天井、類似の構造物に
より構成される部材群１１を示している。火災源が検出されると、開閉用電動弁が起動さ
れ、連結管路１０を介して供給管５から注水用の分配管５へ水が送られ、これにより、注
水用分配管６を流れる水が、徐々に分配器、つまり注水器から前記部材群１１へ注入され
る。
【００１４】
図３からは、荷重支承構造物または類似構造物の煉瓦壁１２が、外層により保護されてい
ることが分かる。該外層は、団結部材層または何らかの他の木材副産物２により覆われた
プラスター芯３により形成され、かつ片側に、または図４に示すように両側に配置できる
全体的な被覆１１'を構成している。
本発明および本発明から得られる利点を理解するのに、これ以上広範な説明は当業者には
不要と考えられる。
部材の材料、形状、寸法、配置は、本発明の本質の変更を意味しないかぎりで、変更可能
である。
本明細書で使用した用語は、最広義に、かつまた非制限的な意味で受け取られたい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　基本消火成分として水を用いて加湿することにより火災を遅延させ、阻止し、
制御し、消火するための、本発明の対象である防火安全設備の斜視図。
【図２】　供給管、分配管、加湿される仕切りまたは壁を含むスプリンクラー・システム
の配置を示す平面図。
【図３】　煉瓦壁等の建物の基本構造物の片側だけに保護層を付加して保護する目的を有
する本発明の設備の斜視図。
【図４】　煉瓦構造物の両側が保護されている、図３に示した対象の斜視図。
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